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令和４年 第５回 真庭市農業委員会総会 議事録 

 

１．開催日時 令和４年５月１０日（火） 

午前１０時００分から午前１０時５５分 

２．開催場所 本庁舎 ３階 大会議室 

３．出席委員（４１人） 

会  長 １９番 矢谷光生 

  職務代理  １８番 石原誉男 

  農業委員  １番 樋口昌子   ３番 田中秀樹   ４番 小田明美   ５番 福島康夫 

６番 澤本基兄   ８番 岡田耕平   ９番 武村一夫  １０番 中山克己 

１１番 池本 彰  １２番 新田 孝  １３番 長鉾忠明  １４番 妹尾宗夫 

１５番 中島寛司  １６番 綱島孝晴  １７番 松本正幸 

  推進委員 ２０番 椙原啓二  ２１番 平 義男  ２２番 小林和夫  ２３番 沼本通明 

２４番 市本裕司  ２５番 下山史朗  ２６番 松下 功  ２７番 福島史利 

２９番 渡邉次男  ３０番 市  登  ３１番 綱本郁三  ３３番 三村訓弘 

３４番 高谷明弘  ３５番 岡 俊彦  ３６番 池田琢璽  ３８番 各務和裕 

３９番 東郷朝夫  ４０番 山中正義  ４１番 池田久美子 ４２番 井上 達 

４３番 入澤靖昭  ４４番 佐子ゆかり ４５番 筒井一行  ４６番 石田 勉 

４．欠席委員（５人） 

  農業委員  ２番 池田 実  ７番 山懸将伸 

推進委員 ２８番 太安隆文 ３２番 長尾 修 ３７番 池田和道 

５．議事日程 

  日程第１ 議事録署名委員の指名について 

  日程第２ 議案第26号 農地法第３条の規定による許可申請書の審議について 

  日程第３ 議案第27号 農地法第４条の規定による許可申請書の審議について 

日程第４ 議案第28号 農地法第５条の規定による許可申請書の審議について 

日程第５ 議案第29号 農地法第４条の規定による許可に係る農地転用事業計画変更の審議 

について 

日程第６ 議案第30号 基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決定に 

ついて 

日程第７ 議案第31号 贈与税の納税猶予に関する適格者証明願の審議について 

日程第８ 報告第８号 農地転用の制限の例外に係る届出について 

日程第９ 報告第９号 認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置に伴う農地転用届出に 

ついて 

日程第10 報告第６号 農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約について 

その他 

６．農業委員会事務局職員 
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  事務局長 芦川 徹 事務局次長 渡辺義和 主幹 杉井正巳 主事 大塚哲史 

磯田美智子 

７．会議の概要 

（午前１０時００分 開会） 

 

事務局長  失礼します。皆さんおはようございます。 

ただいまから令和４年５月総会を開会いたします。 

それでは、会長よりご挨拶をお願いいたします。 

会 長   おはようございます。ご苦労さまです。 

大型連休のほうも終わりまして、今年は非常に天候もよかったということで、大勢

の人が動いたとのことでございます。農作業のほうも非常に忙しい時期になってま

いりまして、田植も進んでいるんだろうというふうに思います。今年の作付はどう

なっていくんかなということを思うわけですけど、再生協のほうが取りまとめされ

ておるんだろうというふうに思います。心配なことがいろいろありますけど、国会

のほうの農地関連法案のほうは衆議院のほうを通ったということで、参議院のほう

に送られたようでございます。 

非常にいろんな問題点もあって、これからいろいろと農水省のほうも考えてされる

んだろうというふうに思いますけど、なかなか作り手が５年後、１０年後何をする

かということを、農地計画、地区計画を立てなければならないということでござい

まして、それをどこに持っていくかというのが非常に問題になるというふうに思い

ます。農水省のほうでは、ＪＡのほうにそういう作業をしてもらうと、できないと

ころはできるほうにという答弁をされてるようでございます。今年が皆さんにとり

ましてもいい年となりますように願っております。皆さんも頑張っていただきたい

というふうに思います。 

それでは、これより５月総会を始めたいと思います。よろしくお願いいたします。 

事務局長  ありがとうございます。 

本日の欠席委員さんは２名ということで通告いただいております。２番委員、７番

委員。また、遅参委員は１名通告いただいております。１４番委員ということで、

３名の方に通告いただいております。よって、ただいまの出席委員は１９名中１６

名で定足数に達しておりますので、５月総会は成立しておりますことをご報告いた

します。 

それでは、真庭市農業委員会会議規則第５条により、議長は会長が務めることとな

っておりますので、以後の議事の進行は会長にお願いいたします。 

議 長   それでは、これより議事に入ります。 

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりでございます。 

日程１、議事録署名委員の指名を行います。 

本総会の議事録署名委員は、会議規則第３５条の規定により、議長において指名さ
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せていただくことにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   それでは、議事録署名委員は、９番委員、１０番委員を指名いたします。 

日程２、議案第２６号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議についてを議

題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 議案第２６号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議について。 

１ページをお開きください。 

本日審議していただく案件は５件でございます。農地法第３条第２項の各号におき

ましては、申請書によって審議しました結果、全件とも該当しないため、許可要件

の全てを満たしていると考えます。 

番号１でございますが、北房の譲渡人が、労力不足により、市外の譲受人に、申請

農地、田１筆１，９３７㎡を、売買によります所有権移転の申請でございます。ご

審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４番委員さんから説明をお願いいたし

ます。 

４番委員  はい。 

議 長   はい、４番委員。 

４番委員  ５月５日に担当推進委員と、それから譲渡人のほうの立会によりまして現地を確認

いたしました。受け人とは、住所が遠いですので、電話で確認をしております。事

由の詳細ですけれども、譲渡人は、近年自宅の近くにある畑でブドウ栽培に力を入

れております。当該地は自宅からは遠いこともあって、今後はここでお米を作るの

は無理やから荒らすしか仕方がないなと考えておりました。譲受人は、その当該地

の隣地の持ち主で、どちらかというと楽しんで稲作をしているというタイプの人で

ありまして、増反を希望して売買の話がまとまっております。 

譲受人の耕作状況ですけれども、住所が倉敷と遠くなっておりますけれども、ここ

は妻の実家の親戚筋の農地、当該地の近隣一帯にあるんですけれどもそれを一式を

譲り受けて、当該地近くの家屋も管理して、農機具もそろえて、そして連日栽培作

業を行っております。現地確認の段階でも、管理は非常に行き届いておりました

し、既に田植も済まされていて、やる気満々でありました。そのほか問題になるよ

うな点はなかったです。それで、指摘事項もありません。よろしくご審議ください

ますよう。 

議 長   ありがとうございました。 

それでは続きまして、番号２は取下げとなりましたので、番号３について事務局よ

り説明をお願いいたします。 
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事務局主事 番号３でございますが、落合の譲渡人が、相手方の要望により、同じく落合の譲受

人に、申請農地、田３筆３，６５６㎡、畑１筆４８２㎡を、売買によります所有権

移転の申請でございます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２５番推進委員さんから説明をお願い

します。 

２５番推進委員 議長。 

議 長   はい、２５番推進委員。 

２５番推進委員 ２５番推進委員です。 

番号３につきまして、５月５日、申請人、譲受人立会いの下で現地確認を行いまし

た。また、譲渡人には電話で確認をしております。移転する理由の詳細ですが、譲

渡人は人員不足で農地が管理ができなくなり、一昨年前から農地を荒らしておりま

した。農地の売買を考えていたところ、譲受人と売買の話がまとまり、譲受人が申

請農地を取得するものです。譲受人の耕作状況ですが、譲受人は兼業農家で、トラ

クター、管理機、草刈り機などを所有しており、一部作業は委託作業になっており

ますが、定年後はもう少し作業を増やしていこうと、家族４人で取得後も必要な作

業に従事すると認められます。その他指摘事項はございません。ご審議方よろしく

お願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号４、番号５については関連する内容ですので、事務局より一括し

て説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号４、番号５でございますが、交換による申請でございます。 

番号４につきましては、久世の譲渡人が、同じく久世の譲受人に、申請農地、畑１

筆５４３㎡を、番号５につきましては、久世の譲渡人が、同じく久世の譲受人に、

申請農地、畑１筆５９５㎡を、交換によります所有権移転の申請でございます。ご

審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、本日３２番推進委員さんが欠席されておりますので、私のほうが代わっ

て説明させていただきます。 

番号４についてですけど、４月２９日に譲受人から聴取を受けたということです。

番号５の農地との交換ということで譲受人のほうが承諾したものです。この話は、

譲渡人からあったそうでございます。その詳細については、番号５で触れさせてい

ただきます。譲受人の耕作状況ですが、水稲６０アール。これについては、果樹や

野菜を作っておられます。それから、世帯員が２名で、本人、妻ですが、従事者は

１人で従事しております。農業機械ですけど、トラクター、田植機等を所有してお

られまして、刈取りはＪＡに委託しているということでございます。今後この取得

した農地は果樹を植える予定だということでございまして、その他指摘事項はない

ということでございます。 

続きまして、番号５ですけど、これは、４月２９日に譲受人から聴取を受けたとい
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うことにございます。権利移転する事由の詳細ですけど、この農地は南北に細長

く、東西を譲受人所有の農地に挟まれており、進入路の赤線道も幅員１ｍ以下で、

譲渡人には耕作しにくい場所であるということでございます。このため、３０年以

上前から譲受人が周辺農地と一体で耕作していたということでございます。このま

まにしておきますと、世代交代によってこの事情が分からなくなることが考えられ

るために、実態に合った登記としておきたいという譲受人の申出によって、このた

びの農地の交換となったということでございます。 

譲受人の耕作状況ですけど、水稲４５アール、白小豆２０アール、梨１２アール、

ブドウ８アール、その他野菜１０アールを耕作されておられる。世帯員は４名で、

本人夫婦と子供さん夫婦でございます。農業機械等は、トラクター、耕運機、管理

機、動噴、ミストと田植機等、全てのものをそろえておられるということでござい

ます。この交換後も現状と変わらず、息子さん夫婦がやっておられますので、特に

後の心配がないということでございます。 

以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

続きまして、番号６について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号６でございますが、市外の譲渡人が、相手方の要望により、川上の譲受人に、

申請農地、田３筆７，３９２㎡を、売買によります所有権移転の申請でございま

す。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４１番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

４１番推進委員 ４１番です。 

議 長   はい、４１番推進委員。 

４１番推進委員 ５月６日に譲受人立会いの下、現地を確認し、夕方には近所である譲渡人のお母さ

んに話をお聞きすることができました。譲受人は、以前夫婦で新規就農として入ら

れ、７年前にこの申請地に借地としてハウスを建てられて、栽培しておられます。以

前から譲渡人からはいずれは購入してほしいと要望されていたそうで、このたび譲受

人が申請地を取得するものです。耕作状況ですけれども、譲受人は、現在この地に１

８アールの大玉トマト、別に借地として１０アールのミニトマトを、ほかに白ネギも

少し栽培されており、両親が大阪から移住され、手伝いをされておられます。ほか

に、収穫時には何人かを雇われています。将来は、規模拡大を夢見ておられ、必要な

農機具なども所有されておられます。その他指摘事項はありませんので、ご審議方よ

ろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 
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＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第２６号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第２６号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議については、

原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程３、議案第２７号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議

についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局次長 議案第２７号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議について、本日審議い

ただく案件は４件でございます。 

３ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

申請人（落合）は、現在の墓地が急傾斜地をのぼった山中にあるため、墓参りや維

持管理が困難となったことから、畑１筆２０㎡を、墓地用地にするため、転用申請

するものです。申請地の農地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用

は、土地造成８０万円。費用の内訳として、自己資金８０万円。添付書類は、土地

利用計画図、平面図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響を受

ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２９番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

２９番推進委員 はい。 

議 長   はい、２９番推進委員。 

２９番推進委員 推進委員、２９番です。 

番号１番につきましては、５月１日、申請書持参者立会いの下、現地確認を行いま

した。申請者は、京都市内に居住されておりまして、こちらに帰ることはそんなに

ありません。申請地の自宅には母親が１人おられますが、高齢のため、そのため長

女で申請人の妹さんが嫁ぎ先からほぼ毎日通われて、母親の介護と家の管理をされ

ておるようなことでございます。現在墓地が非常に遠くて不便なところにある関係

上、管理が次第と困難になるために、自宅近くの畑、休耕地の一角に墓地１区画２

０㎡のところを転用したく申請するものです。 

申請地の位置ですが、県道垂水追分線、河内小学校より東へ約１，２００ｍ、美作
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追分駅のほうから見ますと西へ１，３００ｍ地点にＴ字型交差点があります。それ

を南へ約４００ｍ、姫新線の踏切手前を左折して２００ｍほどのところでございま

す。周囲の状況ですが、東が我が家の畑、西に小っちゃい小山、丘のような小山が

あります。南側は我が家の畑、北側は小さい小路を隔てて自宅になっております。

周辺農地への影響ですが、今申しましたように、周辺全て自分のところが管理して

いる土地、畑等でございますので、問題は何もありません。 

以上のとおりでございます。本案件につきまして、やむを得ないと思われますの

で、審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございます。 

それでは、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 番号２でございます。 

申請人（久世）は、市外のアパートに住んでいますが、家族が増え手狭となったこ

とから、実家へ帰ることとなりました。ところが、実家が土砂災害特別警戒区域内

にあるため、実家の近くで安全な場所へ建設したいことから、田１筆５００㎡を、

住宅用地にするため、転用申請するものです。申請地の農地区分は１種農地と判断

されますが、１種農地の例外許可基準、「住宅その他申請に係る周辺の地域におい

て居住する者の日常生活上または業務上必要な施設で、集落に接続して設置される

もの」に該当すると思われます。転用に伴う費用は、土地造成等３００万円、建物

施設３，２００万円。費用の内訳として、自己資金１，０００万円、借入金２，５

００万円。添付書類は、土地利用計画図、平面図、立面図、被害防除計画書が添付

されています。申請地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしく

お願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１０番委員さんから説明をお願いいた

します。 

１０番委員 議長。 

議 長   はい、１０番委員。 

１０番委員 １０番です。 

５月３日に申請人と現地確認を行い、詳細について話を聞きました。転用しようと

する理由ですが、申請人は現在市外でアパートで暮らしておりますが、結婚して子

供ができたため、手狭になることと思われますので、実家の近くに家を建てて住み

たいということで、実家に近い申請地を転用するものでございます。申請地の位置

ですが、樫邑小学校から南に約５００ｍのところで、県道久世鏡野線の上野入り口

から５０ｍほど南に入ったところにございます。東は市道、西は水田、南は申請人

の田、北は市道になります。周辺農地の影響ですが、周辺に農地がありますが、今

回の建物は一般的な住宅であり、日照、通風に影響はないものと思われます。ま

た、周辺農地の所有者の了解、近所の家の了解、水利組合の承認も得ているという

ことで、問題はないと思います。ご審議方よろしくお願いいたします。 
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議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 ４ページをご覧ください。 

番号３でございます。 

申請人（美甘）は、現在の墓地が急傾斜地をのぼった場所にあるため、墓参りや維

持管理が困難となったことから、畑１筆１９㎡を、墓地用地にするため、転用申請

するものです。申請地の農地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用

は、土地造成２００万円。費用の内訳として、自己資金２００万円。添付書類は、

土地利用計画図、平面図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響

を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、６番委員さんから説明をお願いいたし

ます。 

６番委員  議長。 

議 長   はい、６番委員。 

６番委員  番号３について、５月４日、申請人立会いの下、調査してまいりました。申請人は

会社員で、母親と２人暮らしで、日常のことは全てを母親がしているということで

ございます。墓地移転も母親の要望で、現在の墓地は家から山林のほうに入ってお

り、これから先に高齢になり、坂道と草刈り、落ち葉等の管理が難儀になることか

ら申請するものです。申請地の位置ですが、湯原美甘線、県道５５号線に面し、そ

こに待避所がありまして、そこより５ｍほど入ったところに位置するものでありま

す。周囲の状況ですが、東は空き家、西は田、南は県道、北は山林でございます。

周辺農地への影響ですが、墓地であるため、周辺への影響はありません。その他指

摘事項はございません。ご審議のほうよろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号４について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局次長 番号４でございます。 

申請人（八束）は、平成３１年５月に、申請地、田２筆、合計４，０５３㎡のうち

２，９４８㎡に、営農型太陽光発電設備を設置し、支柱部分８．４２㎡について、

令和元年５月２９日から令和４年５月２８日までの期間で一時転用許可を受け、営

農型太陽光発電設備の下部でソバの栽培をしております。このたび、一時転用期間

が満了となりますが、今後も引き続き農地の有効活用を図るため、一時転用期間の

更新を申請するものです。設備の概要については、令和元年度の申請時から変更は

ありません。農地区分は、１種農地です。添付書類は、土地利用計画図、平面図、

立面図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響を受ける農地はご

ざいません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４３番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 
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４３番推進委員 議長。 

議 長   はい、４３番推進委員。 

４３番推進委員 ４３番です。 

５月５日に申請者の方に、まず電話で聞き取り調査を行いました。翌６日に現地確

認を行っております。本件に関しては、令和元年５月に営農型太陽光発電設備の設

置を行うということで申請いただき、この場において認可を受けて、今日に至るま

で太陽光発電の敷地内でソバを栽培されたということでありまして、今回の更新に

つきましても、事務局のほうから説明がありましたとおり、全く変更するような点

はないということでした。現地確認についても、既に太陽光発電設備、またその周

辺というか足回りというか、そういったところもきれいに整備されておりまして、

特に気になる点はありませんでした。 

申請地の位置等も全く変わりないんですが、改めて報告させていただきますと、真

庭市蒜山下長田の宮田橋より南西約４００ｍの場所に位置しております。周囲の状

況ですが、東、市道を挟みまして畑、西が農道を挟みまして田、南が市道を挟みま

して田、北が申請者の自宅になります。周辺農地への影響ですが、既に設置されて

いる設備を見たところでありますけれども、同様に日照権、通風等問題なく、周囲

の農地の影響はありません。その他指摘事項はありません。ご審議方よろしくお願

いいたします。 

以上です。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第２７号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第２７号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議については、

原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程４、議案第２８号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議

についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 
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議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第２８号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議について、本日審議し

ていただく案件は３件となっております。 

５ページをお開きください。 

番号１でございます。 

申請人、賃借人（市外法人）は、建設業を営んでおり、このたび米子自動車道の橋

梁の耐震補強工事に伴い、申請地、田２筆、合計１，１３３㎡を、賃貸人（落合）

の２名から借り受け、作業員詰所、資材置場、露天駐車場等に使用するため、一時

転用申請するものです。一時転用期間は、許可後から令和６年４月３０日となって

おります。農地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用は、土地造成６

３０万円。資金の内訳として、自己資金６３０万円。添付書類として、土地利用計

画図、平面図、断面図、被害防除計画書、賃貸借契約書が添付されています。申請

地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２９番推進委員さんから説明をお願い

いたします。 

２９番推進委員 議長、２９番推進委員です。 

議 長   はい、２９番推進委員。 

２９番推進委員 番号１番につきましては、５月２日、賃借人立会いの下、現地確認を行いました。

転用しようとする事由の詳細についてですが、賃借人は、高速道路の橋梁、主に橋床

の版の取替えをする会社でございます。このたび、米子自動車道河内川橋梁にかかっ

ている補強工事をするため、作業員が働くために、作業員の詰所、資材置場、露天駐

車場等の設置場所を必要とすることから、橋梁隣接の田を、２者と賃借する交渉がま

とまりました。約２年間の工事の予定でございます。それが済み次第、田として元の

状況にして戻すということで双方了解になりました。賃貸人２者とも現場で立会いが

済んで、何ら問題はございません。 

申請地の位置ですが、県道垂水追分線、河内小学校より東へ約８００ｍ、美作追分

駅より西へ１，７００ｍ、県道４１１号線でございます。周囲の状況ですが、東は

２者の貸し人の用地と河内川になっております。２者の田は並んでおりますので、

ここを使うのには何ら問題はありません。西側は鉄工所の工場があります。南側は

山、北側は県道の４１１号線となっております。周辺農地への影響は、２者の貸し

人の位置以外は、何ら問題の土地はございません。その他一切影響があることはご

ざいませんので、何ら問題はないと思います。 

以上のとおりでありますので、審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号２でございます。 

申請人、譲受人（市外法人）は、不動産賃貸業を営んでおり、このたび周辺の宅地
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化が進んでいることから、申請地、田２筆、合計３０９㎡を、譲渡人（久世）から

譲り受け、借家１棟及び公衆用道路を整備するため、転用申請するものです。農地

区分は、都市計画区域の未線引きの用途区域に該当するため、３種農地と判断され

ます。転用に伴う費用は、土地購入１８０万円、土地造成１５０万円、建物施設

１，５００万円。資金の内訳として、自己資金１，８３０万円。添付書類として、

土地利用計画図、平面図、立面図、被害防除計画書が添付されています。申請地周

辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３番委員さんから説明をお願いしま

す。 

３番委員  議長。 

議 長   はい、３番委員。 

３番委員  ３番です。 

番号２について報告いたします。 

去る４月３０日に申請書持参人立会いの下に現地確認を行いました。なお、譲受人

からは、電話で事情を聞いております。転用しようとする事由の詳細についてです

が、譲渡人は高齢で、この数年間は耕作しておらず、管理を人に頼んでおります。

今後も、耕作してくれる跡取りもおらず、自分で耕作する意思もないことから、譲

渡人から農地の処分について相談を受けておりました。申請農地は、分譲住宅、宅

地として３月に転用許可された用地の残地として残っていた土地で、このたび賃貸

住宅用地等として不動産賃貸業者が購入することで話がまとまったものです。 

申請地の位置等ですが、市営黒尾住宅団地から南東へ約３０ｍで、宅地化が進んで

いる地にあります。周囲の状況は、東側は宅地、西側は田、南側は田、北側は市道

に面しております。農地への影響はないものと思われます。その他指摘事項もない

ので、審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いします。 

事務局主幹 ６ページをお開きください。 

番号３でございます。 

申請人、譲受人（美甘）は、申請地東側に倉庫を所有しており、現在の東側を使用

する通路は不便なため、自宅西側を通路にして、利用しやすい申請地を、倉庫のた

めの露天駐車場とするため、申請地、田１筆１６５㎡を、譲渡人（市外）の２名の

共有から譲り受け、転用申請するものです。農地区分は、２種農地と判断されま

す。転用に伴う費用は、土地購入１５万７，０００円、土地造成４０万円。資金の

内訳として、自己資金５５万７，０００円。添付書類として、土地利用計画図、平

面図、断面図、被害防除計画書が添付されています。申請地周辺に影響を受ける農

地はございません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、６番委員さんから説明をお願いいたし
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ます。 

６番委員  議長。 

議 長   はい、６番委員。 

６番委員  番号３についてご説明申し上げます。 

５月４日、申請人立会いの下、調査してまいりました。譲受人は、昨年譲渡人から

空き家であった土地と家を不動産屋を通し購入し、玉野市から移住してきました。

今年に宅地と県道との境界線を調べていると、宅地と思っていたところが田である

ことが分かり、所有権移転を求めるものです。移転後に地目変更をする予定だとい

うことでございます。申請地の位置ですが、美甘粟谷線、県道４４７号線のちょう

ど下に位置するものであります。周囲の状況ですが、東が田、西は県道４４７号、

南は田、北、田。周辺農地への影響もないと思われます。その他指摘事項もござい

ません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第２８号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第２８号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議については、

原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程５、議案第２９号、農地法第４条の規定による許可に係る農地転

用事業計画変更の審議についてを議題といたします。 

この案件につきましては、４２番推進委員が申請人となっている議案ですので、農

業委員会法第３１条の規定に基づく議事参与の制限により、当該議案の審議開始か

ら終了まで退席となります。関係議案終了後に入室を許可いたしますので、それで

は退席をお願いいたします。 

それでは、番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局次長 議案第２９号、農地法第４条の規定による許可に係る農地転用事業計画変更の審議

について、本日審議していただく案件は１件でございます。 
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７ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

本案件は、申請人（八束）が、農地造成のため、令和２年１１月１０日付、真農委

指令第４１１号で農地法第４条第１項の規定により一時転用許可を受けた案件でご

ざいます。変更の理由ですが、市道上中井川線改良工事の発生残土を流用して、田

３筆、合計１，８３４㎡について、農地のかさ上げを行う予定でしたが、工事の時

期が変更となったため、一時転用期間の延長を申請するものです。農地区分は、１

種農地と判断されます。転用に伴う費用は、市が行う公共工事発生残土を利用し、

市が施工するため０円。添付書類は、土地利用計画図、平面図、断面図、被害防除

計画書が添付されています。一時転用期間は、許可後から令和５年１１月９日まで

です。申請地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いし

ます。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１番委員さんから説明をお願いいたし

ます。 

１番委員  １番。 

議 長   はい、１番委員。 

１番委員  １番です。 

５月６日に確認に参りました。転用の詳細は、先ほどのとおりです。大きな大根畑

を３分の２ぐらい前の工事で土を替えて、それで今度反対側のあと少ないほうに今

後の道の残土を置くようになってるんですが、現地確認してお話を聞いたところに

よりますと、田畑で利用する場合、工事そのものが終わった後で、田畑で使えるよ

うにしっかり水路、暗渠なんかをちゃんとしてもらわないと田畑で利用できにくい

ので、その後のこともちゃんと確認して工事のオーケーが出るような形にしてあげ

ることがすごく大事だなというのは、今回話を聞いて思いました。残土を入れた

後、上に自分の土地での土は残してあるので、それを置くようにはしてあるんです

けども、蒜山はすごく急にたくさんの雨が降るときがあるので、道路が川の状態に

なるんですね。 

だから、その辺のことをちゃんとしてもらわないと、工事自体は終わっても、後々

何かが起こったときにすごく大変になるし、せっかくこの方も大根のいいのをずっ

と作られてる方で、今回、１期目の工事の後には、あまりにも水のはけが悪いの

で、近くの牛飼い屋さんに牧草をしてもらうようにしたって、数年しないと落ち着

かないだろうという話をされていましたので、今後の問題として、水路のことはち

ゃんと確認してオーケーが出るような形にしないといけないなというのを、すごく

思わさせていただきました。場所は、蒜山振興局の西裏のほうになりますので、す

ぐ分かります。影響は、周りは自分の田畑ですので、関係ありません。その他の指

摘事項もございません。よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 
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以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせていただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第２９号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第２９号、農地法第４条の規定による許可に係る農地転用事業計画変

更の審議については、原案のとおり可決されました。 

ここで、議事参与の制限により退室しておられました４２番推進委員の入室を許可

いたします。 

続きまして、日程６、議案第３０号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用

集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 議案第３０号について、９ページをお開きください。 

議案第３０号、農用地利用集積計画の決定について。 

このことについて、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めるため、農業経営基盤

強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、その決定について審議に付します。 

案といたしまして、令和４年５月１０日付で公告の予定でございます。本日上程さ

れました農用地利用集積計画のうち、利用権設定につきまして全１１９筆ございま

す。 

以上、全件とも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。お目通しの上、ご審議方よろしくお願いします。 

以上でございます。 

議 長   それでは、お目通しをお願いします。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 
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これより議案第３０号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３０号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決

定については、原案のとおり可決されました。 

日程７は、取下げとなっております。 

続きまして、日程８、報告第８号、農地転用の制限の例外に係る届出について、日

程９、報告第９号、認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置に伴う農地転用届

出について、日程１０、報告第１０号、農地法第１８条第６項の規定による農地の

貸借の合意解約について、これらにつきましてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 ２１ページをお開きください。 

報告第８号、農地転用の制限の例外に係る届出については、次の１件がございまし

た。添付書類もそろっておりますので、受理いたしました。 

１ページお進みください。 

報告第９号、認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置に伴う農地転用届出につ

いては、次の５件がございました。添付書類もそろっていることから、受理いたし

ました。 

１ページお進みください。 

報告第１０号、農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約について

は、次の１２件がございました。添付書類もそろっていることから、受理いたしま

した。 

以上で報告案件の説明を終了いたします。よろしくお願いします。 

議 長   報告第８号、報告第９号、報告第１０号につきまして質問、意見等ございましたら

お願いいたします。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   質問、意見等ないようですので、これらの案件は報告案件でございますので、ご了

解いただきたいというふうに思います。 

以上をもちまして本総会に付議された案件は全て終了いたしました。 

皆様方のほうから何かございませんか。 

よろしいですか。 

＜「なし」の声＞ 

議 長   以上で５月総会は閉会となりますけど、次回６月総会は６月９日木曜日の午前１０

時からですので、よろしくお願いいたします。 
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（午前１０時５５分 閉会） 

 


